
患者さんへのご説明のお願い
監修：久留米大学医学部  皮膚科学教室  主任教授

名嘉眞 武國 先生
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光接触皮膚炎
接触皮膚炎

ケトプロフェン外用剤を使用中・使用後、貼ったところ
に日光（紫外線）があたると光接触皮膚炎が発現する
ことがあります。光接触皮膚炎は使用中・使用後の注意
を守ることにより防ぐことができる副作用です。
裏面をご参考に患者さんへご説明をお願いいたします。

以下のグラフは出荷数量あたりのモーラス®テープ20mgに
よる光接触皮膚炎の自発報告での例数推移になります。
先生方のおかげで、2002年の0.24をピークとし、2023年
は0.02となりました。
引き続き使用中・使用後の注意喚起をよろしくお願いいたし
ます。

2023年12月までのモーラス®テープ20mgの出荷数量100万枚あたりの光接触皮膚炎と接触皮膚炎の報告例数のグラフ
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2002年
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2023年
 0.02
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光接触皮膚炎を
防ぐために

これらの患者さんは禁忌です。
他の薬剤に変更するなどご検討を
お願いいたします。

弊社では、光接触皮膚炎を防ぐために、
患者さんへの服薬指導の一助となるよう
患者指導箋等をご用意しております。

ご希望の方は、弊社医薬情報担当者まで
ご連絡いただきますようお願いいたします。
また、「Hisamitsu®サポートウェブ」からも
取り寄せることができます。

患者さんへの確認チャート

はい

はい

いいえ

いいえ

日常生活、屋外でのスポーツや作業の際、
使用する部位は日光にさらされますか？

ケトプロフェン外用剤を使って、発疹・発赤、痒み、
かぶれ等（接触皮膚炎や光接触皮膚炎等）が
発現したことはありますか？

おくすり手帳用付箋患者指導箋

このくすりは妊娠後期の女性には使用できません。

を使用されている方へ

作成年月：2020年9月 
作成：久光製薬株式会社

MSXLS005R01

使 用 上 の ご 注 意

●妊娠後期の女性は使用しないでください。

ご使用になる前に必ずお読みください

詳しくは中面をご覧ください

貼付部を紫外線にあてると光線
過敏症をおこすことがあります。

（1）戸外に出るときは天候にかかわらず、
　  濃い色の衣服、サポーター等を着用し
　  貼付部を紫外線にあてないでください。

（2）はがした後、少なくとも4週間は同様
　   に注意してください。

安全にお使いいただくため、処
方された患者さん以外はお使い
にならないでください。

この薬を他の人に譲ってはいけません。

をご使用の患者さんへ

作成年月：2020年5月 MSTS031R00

かぶれるおそれがあります

はがした後も４週間は
少なくとも

日光（紫外線）に
注意してください

For patients using MOHRUS® Tapes/Paps XR/Paps

このお薬を他の人に譲ってはいけません

Do not expose the application site
to the sunlight (UV light )   for 
4 weeks after removal. This product 
may cause contact dermatitis.
Do not transfer this product to 
other people.

このお薬を他の人が使うと、以下の可能性があります
①思わぬ副作用がでる  ②効かない

Precautions for use要約（英語）

貼ったところを日光（紫外線）に
あてないでください

曇りの日
でも注意

指導箋 のご紹介

光接触皮膚炎は 使用中・使用後の注意を守って
いただくことで防ぐことができる副作用です

患者さんには以下の点もご指導をお願いします

はい

光線過敏症の既往歴がありますか？ 
もしくはオキシベンゾンやオクトクリレンを含有した
化粧品・日焼け止めでかぶれたことはありますか？

●他の人に譲り渡しをしないこと。
●処方された部位以外への使用はしないこと。

患者さんへ
右記の点を
ご指導ください

●使用部位を紫外線が通りにくい衣服（長袖、長ズボン）あるいはサポーター等で
紫外線があたらないように覆うこと。

　曇りの日でも同様の注意が必要です。

●使用後、少なくとも４週間は、引き続き使用部位に紫外線をあてないように注意
をはらうこと。衣服で覆えない場所（首など）は日焼け止めで紫外線を防ぐこと。 
日焼け止めは紫外線吸収剤不使用（ノンケミカル）のものをお勧めします。
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文献請求先及び問い合わせ先 医療関係者向け情報サイト

医療現場でご活用いただけるお役立ち情報やサービスを
お届けしています！ぜひ、ご登録ください。

2024年3月作成 

〒135-6008 東京都江東区豊洲三丁目３番３号
TEL.0120-381332　FAX.（03）5293-1723
受付時間／9:00-17:50（土日・祝日・会社休日を除く）


